
自立活動 指導案  
 

１ 単元名 

  「仲間を大切にしよう」 ２－（２）・３－（３）・６－（５） 

                           

２ はじめに 

   

本学級は、１年生１名・２年生１名・３年生３名の計５名からなる自閉症・情緒障がい特別支援学級である。

教科学習においては、通常学級で使用する教科書を用いて該当学年の学習を行っている。しかし、人とコミュ

ニケーションを行う際は、授業中だけでなく休み時間であっても自分の思いを言葉で伝えることが苦手であっ

たり、相手の気持ちを深く考えずに思ったことをそのまま発言したり行動したりしてしまう生徒がいる。また、

日常生活や仲間とのかかわりの中で、生活上の細かいルールが分からずに周囲とずれた行動をとりがちな生徒

もいる。また、中学生という多感な時期に入って、なぜ自分が特別支援学級に在籍しているのか分からなかっ

たり、自分に自信をもてないまま生活していたりする生徒も多い。 

今年度の自立活動の内容を考えるにあたって、中学校３年間で、自立と社会参加につながる力を育成できる

ような内容にしていきたいと考えた。そこで、特別支援学級の生徒が主に抱えている困難さの実態を踏まえ、

「自分の思いを素直に伝える。」「社会的なルールを身に付け、人とうまくかかわり合いながら生活する。」「自

己・他者理解を深め、自信をもって生活する。」という力を身につけてほしいという願いのもと、自立活動の

活動内容を４つの大きな単元に分けて、１年間継続して取り組んでいくことにした。 

 

３ 研究について 

 

 自立活動の年間計画を立てるにあたり、まずは生徒の実態と要因を把握し、その困難を改善・克服するため

の指導内容を考えた（別紙１ 自立活動における実態）。 

次に、単元を考える際、一斉指導においても一人一人に付けたい力が年間を通して系統的に身に付くよう、

以下の４点を重視し、自立活動の単元を設定した。 

１）日常生活で起こりやすい出来事に対して対応の仕方を考える「よりよい自分・よりよい仲間になろう」

という単元の設定 

・社会的ルールや適切な行動を知るために、具体的な事例を取り上げ、互いに話し合ったりロールプレ

イングをしたりしながら学ぶ活動である。いろいろな事例を通して、今後自分が同じような状況に立

った時に、よりよい行動ができることをねらった。 

２）自己理解・他者理解を深めるために「自分を知ろう・仲間を知ろう」という単元の設定 

・自分や他者の特性や感じ方などを知ることで、人は多様であること、そして一人一人がかけがえのな

い存在であることを感じるための時間である。 

３）自分の意見をもち、相手に伝わるように表現する力を養うために「自分の考えを伝えよう」という単元

の設定 

・年間を通して、新聞の記事を読み、互いに考えた意見を発表・交流していく活動を通して、話し方や

聞き方などよりよいコミュニケーションの取り方を学ぶことができるように考えた。 

４）上記の三つの単元で学んだことを総合し、実践し 

ながら定着を図るために「仲間を大切にしよう」 

という単元を設定 

・自立活動の時間に学んだソーシャルスキルなど 

を実際の生活の場ですぐに活かしていくこと 

はなかなか難しい。学んだことを総合的に活か 

すことができる場を意図的に位置付けることで、 

効果的に定着を図ることができると考えた。仲 

間の入学や卒業・誕生日といった機会に、皆で一緒に楽しい会を企画運営・実行していく活動を行い

ながら、三つの単元で学んだことを、確実に定着させていきたい。 

 

このように年間を通して、四つの単元からなる自立活動を関連させながら行っていくことで、より自立に

向けた学びができると考えている。（別紙２ 自立活動の年間指導計画） 

 

 

よりよい自分・

よりよい仲間に

なろう 

 

 

自分を知ろう・

仲間を知ろう 

 

自分の考えを 

伝えよう 

仲間を大切にしよう 

～○○会をしよう～ 



４ 「仲間を大切にしよう」の単元および本時について  

    

 本時は、「相想の会をしよう③」を行う。相想の会は、１年を通して学級の仲間の誕生日を機会にして、年

５回行う。活動は主に二つに分かれる。 

一つ目は、誕生日の生徒のよさを事前に見つけておき、当日「よいところベスト１０」として、本人の前で

発表する活動である。「自分の考えを伝えよう」などの単元で学んだ話し方など、適切なコミュニケーション

の取り方をここで実践することができる。学級の仲間の前で発表するなど緊張する場面で声の大きさを調節し

て話す、教師や仲間の話を最後まで聞いて自分の意見を話す、分からないことは相手に質問するなど、相手を

意識し、状況に応じたコミュニケーションの取り方を考えながら実践していく。 

また、誰しも、自分のよさはなかなか見つけにくいものである。まして、障がいがあり、自尊感情が低くな

りがちな生徒にとっては、自分のよさを感じる機会は少ないと考えられる。そこで、お互いによさを見つけ合

い発表し合うことで、自分のよさを知り、自尊感情を高めてほしいと考えた。仲間から自分のよさをたくさん

聞き、うれしく温かい感情を経験する。その経験が、次の機会に、仲間のよさをたくさん見つけてあげようと

いう感情につながっていくのではないかと考えている。 

二つ目の活動は、ゲームなどをして全員で遊ぶ活動である。「よりよい自分・よりよい仲間になろう」の単

元で学んだソーシャルスキルなどを実践する場として考えている。仲間との遊びの中に勝敗が出るような場を

設けることで、いろいろな状況が生まれ、臨機応変に対応していく実践力を養うことができると考える。また、

自分たちで遊ぶ内容やルールを考えることで、主体的に仲間と協力して活動する姿も目指していくことができ

ると考えている。 

 

５ 単元指導計画（別紙３ 抽出１年Ａさん） 

 

（１）単元における目標（別紙４ 本時の展開に記載） 

   

（２）単元における実態（抽出１年 A さん） 

 単元にかかわる実態 実態の要因 つけたい力  手だて 

Ａ 

 

 

 

・初めての活動に対して、

嫌がったり躊躇したり

する姿が見られる。知っ

ていることに対しては、

自信をもって話したり

行動したりできる。 

 

 

・自分の考えを仲間の前で

発表したり、書き表した

りすることが苦手であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イライラしている時、仲

間のことを考えずに大

きな音を立てながら行

動したり、会話の際に強

い口調で相手を攻撃し

たりすることがある。ま

・推測の弱さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経験の少なさ 

・目的に応じて書

く内容をみつ

ける力 

・誤りを指摘され

ることへの不

安 

・自己肯定感の低 

 さ 

 

 

 

 

・行動調整の弱さ 

・自己理解の弱さ 

・他者理解の弱さ 

・出来なさや負け

ることに対す

る恥ずかしさ 

・見通しをもつことで、

仲間の様子を見ながら

初めての活動に参加す

ることができる。 

【心理的な安定 

２－（２）】 

 

 

・自分の考えを進んで表

記したり、仲間の前で

発表したりすることが

できる。 

【心理的な安定 

２－（２）】 

【人間関係の形成 

３－（３）】 

【コミュニケーション 

６－（５）】 

 

 

 

・自分の気持ちをコント

ロールすることができ

る。 

・仲間の気持ちを考える

ことができる。 

・場に応じた行動をして

・初めての活動を行うと

きには活動の流れを視

覚的に提示し、活動の

見通しがもてるように

する。 

・同じ活動を繰り返し行

うことによって、見通

しが持てるようにす

る。 

・仲間の前で話したり、

自分の考えを表記した

りする機会を多く設け

る。 

・話す内容ついて個別に

教師と話し、自分の考

えをまず音声で表現し

てから書く。 

・安心して話せるよう発

表順を意図的に設定

し、発表メモなどを活

用する。 

・イライラしている時に、

表情カードを使用して

気持ちを表すことで、

自分のイライラした感

情に気付けるようにす

る。 



た、ゲームなどで自分が

負けそうになる場合も

暴言が激しくなる。（交

流学級の中で学習して

いるときは、上記のよう

な自分の行動を抑えて

過ごすことができるが、

戻ってきてから機嫌が

悪い。 

仲間と適切にかかわる

ことができる。 

【人間関係の形成 

３－（２）（３）（４）】 

【コミュニケーション 

６－（５）】 

・仲間の表情を見たり気

持ちについて考えたり

するよう声を掛ける。 

・行動の仕方が分からな

いときは、後ろの掲示

物（他の単元で学んだ

こと）を見るように促

す。 

 

６ 本時の目標（別紙４ 本時の展開に記載） 

 

７ 本時の展開（別紙４） 

 

８ 環境設定図 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机の横に、表情カード。 

    ・背面に、今までの「よりよい自分・よりよい仲間になろう」で学んだ行動の方法について掲示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板 

 「Ｅさんのよいところベスト１０」掲示 

３年 

Ｄ女 

２年 

Ｂ男 

３年 

Ｃ男 

１年 

Ａ女 

３年 

Ｅ女 

ホワイトボード 

会のねらい・めあての掲示 

話し方などのコツ掲示 

 



別紙１ ◎自立活動における具体的な指導内容 
Ａさんの実態（中学１年生） 
【実態把握】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【収集した情報を自立活動の区分に即して整理】 

健康の維持 心理的安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

 
 
 
 
 
 
 

・集会や行事な
ど、初めての
活動に対して
不安が大き
い。 

・相手の気持ち
を考えずに、
話すことがあ
る。 

・自分の気持ち
を抑えられ
ず、暴言を吐
き続ける。 

 ・姿勢の保持が
苦手である。 

・手先の不器用
さがある。 

・状況に応じて、
自分の思いを
適切に伝える
ことが苦手で
ある。 

【いくつかの指導目標の中で優先する目標として】 

指導目標 ・自分の気持ちをコントロールして、適切な言動をとることができる。 
・相手の気持ちや周囲の状況を理解して、適切な言動をとることができる。 

【指導目標を達成するために必要な項目の設定】 

健康の維持 心理的安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

 
 
 
 
 
 
 
 

(２)状況の理解
と変化への対
応に関するこ
と。 

(１)他者とのか
かわりの基礎
に関するこ
と。 

(２)他者の意図
や感情の理解
に関するこ
と。 

(３)自己の理解
と行動の調整
に関するこ
と。 

(４)集団への参
加の基礎に関
すること。 

  (５)状況に応じ
たコミュニケ
ーションに関
すること。 

 
【選定された項目を関連付け 
具体的な指導内容を設定】 

・いろいろな事例において言動や行動の仕方を学ぶ
ことで、状況に応じてどのように対応することが
適切であるのかを知る。 

・「表情カード」などを使用することで、自分や相手
の気持ちの状態を把握し、適切な対応をすること
ができるようにする。 

 

・集会や行事など、事前に活動内容を確認したり、
繰り返し経験したりすることで、見通しをもち、
自信もって話したり活動したりできるようにす
る。 

・相手がどう思っているのかを、いろいろな事例を
通して学んだり、直接思いを聞いたりすることで、
相手の気持ちを考えて話すことができるようにす
る。 

 

・初めての活動に対して、嫌がったり躊躇したりする姿が見られる。知っていることに対しては自信をも

って話したり行動したりすることができる。 

・大勢の前で立ったり話したりすることが苦手である。慣れた場所や人に対しては、自分から話すことが

できる。人が話しているところに割り込んで話すこともあり、自分の話をさえぎられるとムッとする。 

・自分の思ったことを率直に話すため、相手を傷つけるようなことも平気で言う。 

・自分の思ったことを文章で書き表すことが苦手である。 

・自分の思いと違った時や自分に非があって注意された時など、相手のせいにして、暴言を吐き続ける。

相手が失敗したことに対して、執拗に攻める姿がある。 

・左利き。手先が不器用で、リボンや靴紐などうまく結ぶことができない。姿勢よく座っていることが苦

手である。 



別紙２ 自立活動 年間計画（実態に応じて、見直し変更） ※どの単元も、同じパターンで繰り返し活動していくことで、見通しをもって取り組むことができる。【心理的安定―（２）】 
単元名・ねらい ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
よりよい自分よ
りよい仲間にな
ろう 
～こんな時どうするの～ 
・場に応じた適
切な行動や言
動の仕方を知
ることができ
る。 

【人間関係の形
成 ３ － （ ２ ）
（４）】 

 
 
 
 
仲間と会話
する時 

 
 
 
 
プリントを
集めたり配
ったりする
時 

 
 
 
 
みんなで一
緒に使う時 

 
 
 
 
イライラし
ている時 

 
 
 
 

 
 
 
 
ゲームなど
に負けそう
な時 

 
 
 
 
仲間が失敗
した時 

    

自分を知ろう 
仲間を知ろう 
 

・自己理解や他
者 理 解 を 深
め、互いを認
め合うことが
できる。 

【人間関係の形
成３－(２)（３）】 

 
 
 
自己紹介カ
ード作り 

 
 
 
自分データ
作り 

 
 
 
自分の興味
関心につい
て知ろう 
（職業適性
検査） 

 
 
 
自分の気持
ちについて
考 え よ う
（自尊感情
尺度） 

 
 
 
自分や仲間
との感じ方
の違いを知
ろう。（表情
カードの使
用） 

 
 
 
ゲームをし
て い る 時
の、自分や
仲間の気持
ちの変化を
知ろう。 

 
 
 
挨拶や仲間
とのかかわ
り方など自
分の行動の
仕方を知ろ
う。 

 
 
 
自分が生ま
れてくるま
でのことを
知ろう。（保
健の学習とか
らめて） 

 
 
 

  

自分の考えを伝
えよう 
～新聞を読もう～ 
・自分の意見を
仲間の前で適
切に表現する
こ と が で き
る。 

【コミュニケー
シ ョ ン ６ －
（５）】 

 
 
 
 
スリッパの
使用提案に
ついて 

 
 
 
 
安全保障関
連法案につ
いて 

 
 
 
 
１８歳選挙
権について 

  
 
 
 
 
五輪エンブ
レム問題に
ついて 

  
 
 
 
 
テストの点
数の公表に
ついて 

 
 
 
 
 
コストコの
利用につい
て 

   

   
 

         

仲間を大切にし
よう 
～○○会をしよう～ 
・仲間と一緒に
活 動 す る 中
で、適切なか
かわり方やコ
ミュニケーシ
ョンの取り方
をすることが
できる。【人間
関係の形成３
―（４）】【コ
ミュニケーシ
ョ ン ６ －
（５）】 

 
 
 
 
 
 
仲間を迎え
る会をしよ
う 

   
 
 
 
 
 
相想の会を
しよう① 
（２年Ｂ） 

   
 
 
 
 
 
相想の会を
しよう② 
（１年Ａ） 

 
 
 
 
 
 
相想の会を
しよう③ 
（３年Ｅ） 

  
 
 
 
 
 
相想の会を
しよう④⑤ 
（３年ＣＤ） 

 
 
 
 
 
 
仲間を送る
会をしよう 

周囲の人の気持ちについても考え、より適切な行動の
仕方について考えることができる。 

行動の理由や適切な行動の仕方について考えることが
できる。 

事前にトラブルを回避するためのより
よい方法を考えることができる。 

自分の意見を言葉で表現することができる。 
・発表メモの活用や教師と一緒に内容を考えるなど 

自分の考えを、仲間に分かりやすく伝えることができる。 
 ・よりよい話し方や聞き方ができるように、自分なりの具体的方法

を知る。（表の活用、ボイススケール、写真などの使用） 

自分について、いろいろな方面から振り返ることができる。 

仲間のことを考えながら話したり行動
したりする中で、仲間と適切なコミュニ
ケーションの取り方やかかわり方をす
ることができる。（道具や支援なしで） 

仲間のことを考えながら話したり行動したりする中
で、仲間と適切なコミュニケーションの取り方やかか
わり方をすることができる。（表情カードなど道具の使
用や教師の言葉掛けなどの支援を受けて） 

会のねらいや内容を知り、進め方の見通しをもって安
心して活動することができる。 

自分の考えを仲間にわか
りやすく伝えることがで
きる。（方法無し） 

＋ クラスの仲間について、自分とは違う部分や感情の違いがあることが理解できる。 



別紙３ 「仲間を大切にしよう ～相想の会をしよう～」単元指導計画（全５時間）（抽出１年Ａさん） 

 

 Ａさんの単元目標：教師の話や相手の意見を最後まで聞いてから自分の意見を話す。 

          ゲームで負けるなど自分の思いどおりにならなかったときに、自分がイライラした気持ちになっていること気付き、周囲にあたって

しまう気持ちを抑える方法をみつけて実践しようとすることができる。 

 

 活動のねらい 活動内容 Ａさんにつけたい力 手だて 

第
１
次 
 
① 

・会のねらいや内容を知り、
進め方の見通しをもって
安心して活動するとがで
きる。 

＜相想の会をしよう①＞ １時間 
※第２次、第３次は以下の内容を繰り
返し行う。 

・本時の個別の目標を発表する。 
・誕生日を迎えた生徒が今後頑張るこ
とを話す。 

・仲間が誕生日を迎えた生徒のよいと
ころを発表する。 

・勝敗のあるゲームを行う。 
・本時の個別の目標について振り返り
を行う。 

・それぞれの活動に、見通しをもって取
り組むことができる。 

・教師の促しを受けながら、どの活動に
も参加することができる。 

・事前に話す言葉を書いた紙を見ながら、
学級の仲間の前で自分の意見を話すこ
とができる。 

・これまでの自立の時間や学校生活を振
り返り、個別の目標を立てる。 

・どの活動も見通しがもてるように、事
前に詳しく内容を説明する。 

・教師がやり方や話し方などを教えなが
ら、少しずつ進めていく。 

・話す言葉を事前に一緒に考えて書いて
おき、紙を見て話せる状態にしておく。 

・これまでの自立の時間の学習内容を学
習ファイルで振り返る。 

第
２
次 
 
② 

・仲間のことを考えながら
話したり行動したりする
中で、適切なかかわり方
やコミュニケーションの
取り方をすることができ
る。（できるようになるた
めの表情カードなど道具
の使用や教師の言葉掛け
などの支援を受けて） 

＜相想の会をしよう②＞ １時間 
 
 

・教師の話を最後まで聞いてから自分の
意見を話すことができる。（コミュニケ
ーション） 

・自分の思いどおりにならなかったとき
に自分のイライラした気持ちになって
いることに気付くことができる。（自己
の理解） 

・教師の話をさえぎって自分の意見を言
おうとしたときに一度Ａさんに少し待
つように指示する。その後言いたい気
持ちをおさえて待つことができたとき
になぜできたのかを確認する。 

・周囲にあたりそうな時は、表情カード
を適宜使いながら、自分のイライラし
た感情に気付くことができるようにす
る。 

＜相想の会をしよう③＞ １時間 
 
 
 
 
 
 

 

・教師の話を最後まで聞いてから自分の
意見を話すことができる。（コミュニケ
ーション） 

・自分がイライラした気持ちになってい
ることに気付き、周囲にあたってしま
う気持ちを抑える方法を使ってみよう
とすることができる。（行動の調整） 

・教師の話を最後まで聞いてから自分の
意見を話している姿を認め、励ます。 

・これまでの自立活動の時間や学校生活
の中で教師と一緒にみつけてきた「イ
ライラした気持ちを抑える方法」の掲
示を参考にする。（深呼吸をする、表情
カードをみるなど） 



第
３
次 
 
② 

・仲間のことを考えながら
話したり行動したりする
中で、適切なかかわり方
やコミュニケーションの
取り方をすることができ
る。（できるようになるた
めの道具や支援なしで） 

 

＜相想の会をしよう④＞ １時間 
 
 
 

・教師や仲間の話を最後まで聞いてから
自分の意見を話すことができる。（コミ
ュニケーション） 

・自分がイライラした気持ちになったと
きに周囲に当たってしまう気持ちを抑
える方法を使うことができる。（行動の
調整） 

・仲間の話をさえぎって分の意見を言お
うとしたときに一度Ａさんに少し待つ
ように指示する。その後言いたい気持
ちをおさえて待つことができたときに
なぜできたのかを確認する。 

・個人目標を発表する際に今日の「気持
ちを抑える方法」を確認する。少しで
もその方法を使おうとしていた姿をみ
つけて価値付ける。 

＜相想の会をしよう⑤＞ １時間 
 
 

・教師や仲間の話を最後まで聞いてから
自分の意見を話すことができる。（コミ
ュニケーション） 

・自分がイライラした気持ちになったと
きでも、周囲にあたらずに気持ちを抑
えることができる。（行動の調整・人間
関係の形成） 

・教師の話や仲間の意見を最後まで聞い
てから自分の意見を話す。 

・周囲にあたらずに気持ちを抑えること
ができた姿を認め、今後使っていけそ
うな「気持ちを抑える方法」は何かを
確認する。 



別紙４ 本時の展開 ３／５（生徒Ａ） 

 

 Ａ（１年女） 

 

単元でめざす姿 

・教師の話や相手の意見を最後まで聞いてから自
分の意見を話す。 

・ゲームで負けるなど自分の思いどおりにならな
かったときに、自分がイライラした気持ちにな
っていることに気付き、周囲にあたってしまう
気持ちを抑えることができる。 

 

本時にめざす姿 

・教師の話を最後まで聞いてから自分の意見を話
すことができる。（コミュニケーション） 

・自分がイライラした気持ちになっていることに
気付き、周囲にあたってしまう気落ちを押さえ
る方法を使ってみようとすることができる。
（行動の調整） 

学習活動 ○願う生徒の姿    ＊指導援助 

【導入】 

○自立活動の時間にお
ける学習内容を振り
返り、各自で、本時に
頑張ることを考える。
（ワークシート） 

 

○一人一人の目標を確
認する。 

 

【展開】 

○Ｅが、誕生日を迎えた
感想や、今後頑張るこ
とを話す。 

Ａ～Ｄが、Ｅのよさを
発表する。 

 

○全員でゲームを行う。 

 

 

 

 

 

【終末】 

○各自本時のねらいが
達成できたか振り返
る。 

 

 

○これまで自立活動の時間で学習してきた自分
のイライラした気持ちに気付く方法やイライ
ラしたときに周囲にあたらず我慢する方法を
思い出し、本時頑張ることを決める。 

＊前回使用したワークシートを配り、前時の振り
返りができるようにする。 

 

 

 

 

○発表メモを時々見ながら、自分の言葉で話す。 

＊発表メモを見ないことを意識しすぎて言葉に
詰まった時は、メモを見るように促したり、次
の言葉の出だしを伝えたりする。 

 

 

○自分の思いどおりにならずイライラした気持
ちになるが、周囲にあたらないで、ゲームに参
加する。 

＊イライラした気持ちを我慢する方法のカード
を手元で見ることができるようにする。 

＊周囲にあたらずにがまんしているときに褒め
る。 

 

 

○イライラしたときに自分でどうやって我慢を
していたのかを振り返る。 

＊これまで学習してきた方法を使ってイライラ
した気持ちをがまんしようと努力していたこ
とを価値付ける。 

＊これまでみつけてきたがまんする方法とは違
う別のやり方でがまんをすることができたら、
新たな方法として価値付ける。 

 
 
 
 
 
 

イライラしたときにがまんする方法を使っ
て、教師や仲間に嫌なことを言わずに会に
参加しよう。 

【ポイント①】 

（前時からつながる課題

設定の工夫） 

 前時に使用したワーク

シートやＤＶＤなどを見

て振り返ることで、今回

取り組むべき課題をより

明確に設定することがで

きる。 

【ポイント②】 

（課題意識の強化） 

 ワークシートをホワイ

トボードに貼り、仲間に

自分の課題を伝えること

で、課題意識をより強化

することができる。 

【ポイント③】 

（課題解決のための手立

ての設定） 

 表情カードやイライラ

した気持ちを我慢する方

法のカードを渡してお

き、自分のイライラした

気持ちに気付いたり、生

徒が自分で我慢する方法

を選択したりできるよう

にする。  

【ポイント④】 

（評価の工夫） 

 イライラした気持ちを

抑えようとしていた姿を

具体的に話してどのよう

にして我慢できたのかを

確認し、これからも使っ

ていけそうな方法の一つ

として掲示や我慢する方

法のカードに印を付け

る。 



       ワークシート           前面の黒板に掲示            前面横のホワイトボードに掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ワークシート 

 

【ポイント⑤】 

（教材・教具の工夫） 

生徒が課題と考えるようなことをあらか

じめ書いておくことで、思いつくことが苦

手な生徒にとってヒントになる。また、課

題設定がしやすく、時間を短縮することが

できる。 

【ポイント⑥】 

（教材・教具の工夫） 

課題を達成するためには、何をすればよい

のかを書く欄を設けることで、自分の行動

の仕方を具体的に考えることができる。 

【ポイント⑦】 

（環境設定の工夫） 

本時の相想の会で使用する

ベスト 10 を、前面の黒板に

掲示することで、場の雰囲気

づくりをすることができる。 

  

 

本時の

流れ 

 

 

前時の写真 

 

相想の

会の 

ねらい 

本時のめあて 

 


